
１．企画・設計段階でのサポート経験が豊富

開発の初期段階において、基本機能や安全性の予備評
価をし、想定されるリスクを洗い出しておくことは、
設計の後戻りなどによる無駄なコスト・時間、販売の
機会損失を抑制するために非常に重要です。2009年か
らのNEDO・国プロジェクトで研究・サポートを行っ
てきたJARIの経験豊富な技術者は、設計初期段階で適
切なアドバイスの提供が可能です。

２．試作段階での評価で抜群の対応能力

試作品を用いた性能評価や、製品を初めて市場に出す
実証試験などの前に、最低限の安全性を確保したいニ
ーズはございませんか。JARIでは、これまでの豊富な
経験を活かし、メカニカル試験、EMC試験、電気安全
試験などお客様のニーズ・立場に合わせた様々な試験
の企画提案・実施が可能です。

３．量産段階での規格適合・認証のサポートで実績あり

製品を国内・海外のマーケットへ送り出すには、その国
の該当する 規制や要求事項をクリアしている必要があり
ます。JARIでは規格のプロフェッショナルが関係機関・
提携の研究機関などのネットワークを活用し、最適なプ
ランで適合性の証明レポート作成、認証取得のサポート
行います。

ロボット開発の例
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国プロジェクトの一例
・生活支援ロボット・実用化プロジェクト（2009-2013:NEDO※1）
・ロボット介護機器開発・導入促進事業（2013-2014：METI※2，
2015-2020：AMED※3）

※1：国立研究開発法人新エネルギー産業技術総合開発機構
※2：経済産業省
※3：国立研究開発法人日本医療研究開発機構

生活支援ロボット・介護ロボット開発のパートナーにJARIを選ぶ3つの理由

ロボット開発サポート

自動走行研究部 Autonomous Driving Research Division



・複合環境試験装置（振動・温度・湿度）
・耐衝撃試験装置
・耐荷重試験装置
・ドラム式走行耐久試験装置
・縁石落下試験装置

P35,P51

ロボット安全試験センター
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主な試験装置

主なサービスと試験項目

開発試験
・試験方法検討のサポート
・試験治具の製作
・試験の実施／成績書作成
被験者実験
・実験計画のサポート
・被験者の募集
・実験の実施
・結果の分析／報告書作成
規格適合試験
・規格選定のサポート
・認証に耐える試験の実施
・試験の実施／成績書作成
・認証取得のサポート

走行試験関連エリア

・衝突安全性試験装置
・静的安定性試験装置
・人体ダミー
・電気安全試験

P51,P52

対人試験関連エリア

・電波暗室
・シールドルーム

P50

EMC試験関連エリア

強度試験関連エリア

・平担路
・傾斜路
・障害物検知装置（モーションキャプチャ）
・人工太陽装置

P53,P54

環境条件や外的入力による
安全系の故障や誤動作

①EMC試験

②複合環境試験（温湿度・振動環境）

③耐荷重試験

④耐衝撃試験

安定性
⑤静的安定性試験

⑥走行安定性試験

外部への放射物

⑦感電試験

⑧表面温度試験

⑨騒音試験

使用過程での安全系の故障 ⑩耐久性試験

安全機能の妥当性
⑪障害物検知・対応性能試験

⑫環境認識センサの光干渉試験

対人安全性 ⑬衝突／狭圧／接触安全性試験

※自動車用部品、搭載機器、組込センサー等の試験も実施可能ですので、ご不明な場合はお問合せ下さい。

試験項目

お問い合わせはこちら

https://www.jari.or.jp/contacts/

くわしくはこちら

https://www.jari.or.jp/

https://www.jari.or.jp/contacts/
https://www.jari.or.jp/



